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　はじめに

　ハゼ科ハダカハゼ属魚類（Gobiidae: Kellogge-

la）は，両顎とも歯の先端が三叉しており，外側

の列の歯が大きいこと，体全体が無鱗であること，

頭部感覚孔がないこと，第 1背鰭が 6棘であるこ

と，第 2背鰭条数が 11–13であること，臀鰭条数

が 8または 9であること，腸が細長いこと，第 1

背鰭が低く，第 2背鰭と同長かわずかに長いこと，

吻の側面が丸みを帯びること，脊椎骨数が 11 +15 

=26であることなどの特徴を有する（Hoese, 

1975）．本属魚類は，インド・太平洋の熱帯域か

ら亜熱帯域にかけて 5種が分布しており，サンゴ

礁や岩礁性海岸のタイドプールなどに生息する

（Hoese, 1975； 鈴 木・ 渋 川，2004；Larson and 

Murdy, 2001；Randall, 2005, 2009）．また，日本国

内からハダカハゼ属は，ハダカハゼ K. quindecim-

fasciata (Fowler, 1946)とアカヒレハダカハゼ K. 

cardinalis Jordan and Seale, 1906の 2種が報告され

ている（鈴木・渋川，2004；明仁ほか，2013）．

　アカヒレハダカハゼはこれまでに，標本や水中

写真に基づき日本国内では八丈島，屋久島，奄美

大島，沖縄島，瀬底島，黒島，および西表島から

記録されていた（Senou et al., 2002；吉郷・中村，

2002；鈴木・渋川，2004；明仁ほか，2013）．

2012年 10月 27日に鹿児島県与論町茶花与論港

付近のタイドプールから 2個体のアカヒレハダカ

ハゼが採集された．これらの標本はアカヒレハダ

カハゼの与論島からの初記録であるため，ここに

記載し報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)

にしたがった．標準体長は体長と表記した．計測

はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，

計測値は体長に対する百分率で示した．胸鰭条数

は左体側のものを計数した．生鮮時のアカヒレハ

ダカハゼの体色の記載は，KAUM–I. 51463, 51464

の生鮮時のカラー写真に基づく．本報告に用いた

標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

保管されており，その標本のカラー写真は同館の

画像データベースに登録されている．

　結果と考察

Kelloggella cardinalis Jordan and Seale, 1906

アカヒレハダカハゼ　(Fig. 1)

標本　KAUM–I. 51463，体長 16.8 mm，KAUM 

–I. 51464，体長 13.6 mm，鹿児島県与論町茶花与

論港付近のタイドプール（27°03′40″N, 128°25′ 

02″E），水深 0.5 m，2012年 10月 27日，木村祐貴．

記載　背鰭 VI-I, 12；臀鰭 I, 8；胸鰭 14；腹鰭 I, 

5．体各部の体長に対する割合（%）：頭長 19.0–

23.8；胸鰭基底での体高 13.7–16.7；胸鰭基底での

体幅 8.3–11.3；眼径 3.6–4.8；吻長 3.6；両眼間隔

3.6–4.2；主上顎長 5.4–6.5；第 1背鰭基底長 14.9–

19.6；第 2背鰭基底長 26.8–33.9；臀鰭基底長

12.5–16.1；尾柄長 17.3–20.2；尾柄高 8.3–11.9．頭
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部は丸く，よく側扁する．体部は細長く，やや側

扁した円筒形である．口は端位で，口裂は傾斜し，

主上顎骨後端は眼中央直下に達する．頭部に感覚

孔はなく，頬は滑らかである．体全体が無鱗であ

る．吻端は下顎先端よりやや突出する．眼は頭部

側面に位置する．体に側線がない．背鰭始部前方

の正中線上は滑らかである．背鰭は 2基あり，第

1背鰭は第 2背鰭よりやや高い．背鰭棘はすべて

軟らかい．臀鰭始部は第 2背鰭第 3軟条基部直下

に位置する．臀鰭基底は第 2背鰭基底の半分程度

である．背鰭と臀鰭の後縁は尖り，それぞれの軟

条はすべて分枝する．胸鰭の後端は背鰭第 6棘基

部直下に達する．腹鰭は完全な吸盤である．腹鰭

始部は胸鰭基底直下に位置する．胸鰭の後縁は丸

い．肛門は第 2背鰭第 2軟条基部直下に位置する．

尾鰭後縁は丸い．

色彩　頭部と体部は緑色がかった半透明．眼

下に数個の黒色点がある．背鰭と尾鰭は黄色が

かった橙色で，背鰭の縁辺は黄色．臀鰭，胸鰭，

および腹鰭は緑色がかった半透明．

分布　日本国外では台湾，フィリピン，マリ

アナ諸島，バヌアツ，トンガなどの西太平洋およ

びサモアに分布する（Hoese, 1975；Randall and 

Lim, 2000; Larson and Murdy, 2001; Myers and 

Donaldson, 2003; Randall et al., 2004；鈴木・渋川，

2004；Randall, 2005）．国内では八丈島，屋久島，

奄美大島，与論島，沖縄島，瀬底島，黒島，およ

び西表島から記録がある（Senou et al., 2002；吉郷・

中村，2002；鈴木・渋川，2004；明仁ほか，

2013；本研究）．

備考　本標本は，体に側線がないこと，口裂

が傾斜すること，頬が滑らかであること，腹鰭が

完全な吸盤であること，背鰭始部前方の正中線上

は滑らかであること，背鰭が 2基あること，第 1

背鰭は 6棘であること，第 2背鰭は 1棘 12軟条

であること，背鰭棘はすべて軟らかいこと，臀鰭

基底は第 2背鰭基底の半分程度であること，臀鰭

は 1棘 8軟条であること，体に模様がないこと，

背鰭と尾鰭が橙色であることなどからアカヒレハ

ダカハゼ K. cardinalisと同定された．

Fig. 1. Fresh specimens of Kelloggella cardinalis from tide-pool near Yoron Port, Chabana, Yoron-jima Island, Kagoshima Prefecture, Japan (A: 
KAUM–I. 51463, 16.8 mm SL; B: KAUM–I. 51464, 13.6 mm SL).
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アカヒレハダカハゼはこれまでに八丈島，屋

久島，奄美大島，沖縄島，瀬底島，黒島，および

西表島から記録されていた．本報告におけるアカ

ヒレハダカハゼの採集記録は，標本に基づく本種

の与論島からの初記録である．

アカヒレハダカハゼは，サンゴ礁域の波の荒

い岩礁性海岸に生息し，石灰岩の海蝕崖にある潮

間帯上部のタイドプールの穴に複数でみられるこ

とが知られている（鈴木・渋川，2004；Randall, 

2005）．本報告でアカヒレハダカハゼが得られた

環境も，波の荒い石灰質の岩礁性海岸の潮間帯上

部にあるタイドプールであった．
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